
私たちの新しい取り組み
－地域医療連携とM&M Conference について－

M&M Conference　報告書
第1回M&M Conference
開催日時：2013年2月21日　17時30分～19時
参加者数：77名（医師：29名、研修医10名、看護師26名、放射線
技師1名、検査技師9名、薬剤師1名、経営管理室1名）
事例1：小脳出血を発症した患者の診療経過について
事例2：前立腺がん患者の入院に至るまでの経過について
第2回M&M Conference
開催日時：2013年6月17日　17時30分～19時
参加者数：78名（医師28名、研修医9名、看護師24名、放射線技
師3名、検査技師2名、薬剤師2名、地域連携3名、経営管理部3
名、その他4名）
　事例1：時間外外来を受診した出血性潰瘍患者の経過について
　事例2：外来受診時にコードブルーとなった患者の経過について
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巻頭言巻頭言　

市立札幌病院広報誌「かざぐるま」が創刊されて5年目
を迎えました。当院は地域医療を支援するためいろいろ
な取り組みをしながら、この5年間を経過してきました。地
域の先生方や患者さんに当院の医療資源を十分に利用
していただくために開放病床の設定や、外来受診の予約
受付、身体合併症を有する精神疾患患者の受け入れな
ど、他の医療機関にはない私たち独自の医療を提供して
おります。
また、医療現場では複雑な疾患を有する患者さんの受
け入れも行っているところです。様々な疾患を有する患
者さんの受け入れは、当院のような専門性の高い診療科
を有する総合病院が行い得る治療手段です。しかし、複
雑な疾患を有する患者さんであればあるだけ、医療現場
では医療の安全性を担保する必要があると考えました。
それは医師、看護師だけでなく、事務職も含めた病院全
体として取り組んでいくべき事柄であると考えました。こ
のような考えから昨年度からM&M Conference という
会議を開いて、それぞれの立場から医療に対する考えを
述べていただいております。今回は、このM&M 
Conference を通じての私たちの医療安全への取り組
みを紹介したいと思います。

M&M ConferenceのM&M とは　Morbidity（病的
状態） & Mortality（死亡状態）の略語です。そのことか
ら、死亡した症例を病理的に検討するD e a t h 
Conferenceと同じようにとらえられています。市立札幌
病院でも以前から死亡症例検討会が定期的に行われて
きました。不幸にして亡くなられた患者さんの状態を、医
師が検証して今後の対策に役立てるというprocessは
外せないものだと考えています。しかし、死亡された患者
さんだけでなく、臨床的に全力で治療を行ったが予想も
していなかった結果となってしまった症例や、経過観察中
に重症化してしまった症例なども現場では時々みられる
ことです。

こういった症例をM&M Conferenceにあげていただ
き、医師だけでなく、看護師、臨床工学技士、放射線技
師、検査技師、薬剤師、事務職員などの院内で働いてい
る全ての職種で情報を共有し、対策を考える会にするた
めに、このConferenceを立ち上げました。
この会の構成委員としては、医療安全推進室長、臨床
研修プロジェクトチーム委員長、救命救急センター部長、
学術研修委員長とし、医療安全推進室を事務局にしまし
た。

実際の運用について説明します。年間３回～４回の開
催を予定しております。１回のConferenceで取り上げる
事例は1～2例としています。症例に関しては院内公募あ
るいは構成委員からの指定としました。会の開始に先立っ
て必ず以下のことを確認するようにしています。つまり、
発生した事象の要因を分析して問題点を抽出して検討す
る会であり、責任追及の場ではありませんので、個人を糾
弾するものではないと宣言しています。当事者を守ること
も考えておく必要があります。議長は、何が起きたのかを
明らかにするため議事を進行する必要があります。その
ため時間経過を正確に記したイベントレビューを利用して
検討しています。専門性を高めるため、あらかじめ事例に
応じて専門家を招集しておき、質疑応答の中でコメントを
求めています。これまで２回の開催をしています。事例と
参加者の内訳を表にして示します。医師だけでなく、多様
な職種の職員が参加していることがわかると思います。
今後は、M&M Conferenceで決定したことを、いかに
現場に戻していくかを真剣に考えることが必要なのだと
考えています。
今後も、このM&M Conferenceは継続していくつも

りですが、何かご意見、ご要望などありましたらご指摘い
ただけると幸いです。今後ともよろしくお願いいたしま
す。

市立札幌病院副院長
医療安全推進室室長

関　利盛

M&M Conference 風景

M&M とは

実際の運用について
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SPECIALSPECIAL
市立札幌病院理事
救命救急センター
部長

牧瀬　博救命救急センター30周年を迎えて

市立札幌病院救命救急センターは、1983年6月1日に
診療を開始しました(当時の名称は、「救急医療部」)。
2013年6月1日、ちょうど発足から30年目にあたる日

に、京王プラザホテル札幌に於いて発足30周年祝賀会
を開催いたしました。
院内、院外から数名の幹事を選定し、1年前から準備を
開始しましたが、勤務歴のある医師、看護師の人数が膨
大であるため、名簿を作成することがまず最初の大作業
となりました。
幸い、世はインターネット時代、主な連絡にはメールを
用い、数百名への連絡作業も効率的に行えました。
当日、約160名のOB、OG、現役スタッフの参加を得

て、当院の富樫正樹院長による来賓としてのごあいさつ
で始まり、初代責任者(主任医長)の手戸一郎先生(その後
の当院院長)による発足までの経緯・裏話や初期メンバー
達の献身的な働きぶりなどを伝えるスピーチ、発足時メン
バーの一人で現在北海道大学大学院救急医学分野の丸
藤哲教授による乾杯と、にぎやかな祝賀会が進行しまし
た。
参加者は札幌市内・道内はもとより全国から(アメリカか

らの参加者もいました)集まり、旧交を温め、思い出を語り
合い、高揚した楽しいひと時を過ごしました。
すべての方々とはお話ができなかったのが残念でした

が、多くの方が厳しくも楽しかった当時の思い出を語りな
がら、当センターでの経験がいかに自分を成長させたか、
今の仕事や人生に影響を与えているか、ということを強
調されていました。
当日ご参加いただいた方々だけでも、各機関、各分野

のリーダーが大勢いて、当センターの歴史、存在の大きさ
を改めて感じました。
 

この30年間、当院救命救急センターが活発に活動し
成果を上げ、社会的な評価を得てこられたのは、院内各
部門、診療科などによるバックアップ、札幌市役所、市議
会、市民の方々によるご支援・ご協力、消防局(救急隊)、
医師会、市内・道内の医療機関などとの連携があったから
こそです。
30周年を節目として、市民・道民のための救急医療の

「最後の砦」としての役割を再度確認し、患者さんから、
また、医療機関からの信頼に応えられるようにスタッフ一
同精進していきたいと思います。
当センターは、事前の手続きの有無に関係なく、緊急、
重症で救命救急医療・集中治療が必要な患者さんに関す
るご依頼は、市内・道内のすべての医療機関から受け入
れております。当院との連携医療機関にとっても、背後に
我々の援護があることで安心感を持っていただけるよう、
努める所存です。
今後とも当院救命救急センターへのご指導・ご鞭撻と

ご協力をお願いいたします。
簡単ではありますが、当院救命救急センター30周年祝
賀会のご報告をさせていただきました。

救急部発足時メンバー 現在の医師メンバー

初代看護師長　
寒河江氏のご挨拶

初代主任医長　
手戸先生のご挨拶


